
特別展観
「木曽海道六拾九次之内」

９/２㈭～９/２６㈰

歌川広重

≪木曽海道六十九

次之内　宮ノ越≫

田中コレクション

　中山道広重美術館が誇る田中コレクション≪木曽

海道六拾九次之内≫の年に一度のお披露目展示で

す。

９月５日掌、１０月３日掌は、市民の日（市民に限り観

覧料が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」と

お伝えください )

　　中山道広重美術館志２０-０５２２

　

双
子
の
育
児
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
。
子
ど
も
の
心
の
発
達
の
学

習
と
、先
輩
マ
マ
と
の
交
流
で
す
。

□
と
き　

１０
月
４
日
㈪
午
前
１０
時

―
正
午

□
と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
講
師　

水
野
香
代
氏

□
締
め
切
り　

９
月
１７
日
㈮

　
　
　
　

恵
那
保
健
所
志
２
６
―

１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

　

木
の
良
さ
を
広
く
理
解
し
、
認

識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
１１
月
６

日
㈯
―
７
日
㈰
に
開
催
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
に
、
出
展
す
る
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

□
対
象　

市
内
に
在
学
、
在
住
、

在
勤
の
方
と
小
中
学
生
。

□
部
門　

▽
木
工
作
品
部
門
（
小

学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般

の
部
＝
作
品
は
一
辺
が
１
８
０
丶

以
内
。
▽
木
材
利
用
ア
イ
デ
ア
部

門
＝
木
材
の
新
た
な
利
用
方
法

を
、
８
０
０
字
程
度
の
文
章
や
最

大
Ａ
３
ま
で
の
絵
で
表
現
。　

□
入
賞　

各
部
門
に
賞
を
用
意
。

□
締
め
切
り　

１０
月
１５
日
㈮㈮

□
応
募
方
法　

①
作
品
名
②
住
所

③
氏
名
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
―
を

記
入
の
上
、
応
募
用
紙
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
、
は
が
き
で
申
し
込
む
。

　
　
　
　

林
業
振
興
課
（
内
線

５
２
６
）
死rin
g

y
o
u
sh

in
k
o
u
@

city
.en

a.lg
.jp

 

　　

大
分
県
竹
田
市
で
開
催
す
る
嚶お

う

鳴め
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
竹
田
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
は
、
ツ
ア
ー

の
参
加
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
２２
日
㈮
―
２４
日
㈰

□
料
金　

７
万
５
８
０
０
円
／

人
（
中
部
国
際
空
港
集
合
）、

４
万
８
５
０
０
円
／
人
（
Ｊ
Ｒ
熊

本
駅
・
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
集
合
）

□
定
員　

各
４０
人
（
先
着
順
）

□
締
め
切
り　

９
月
１０
日
㈮

　
　
　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
２
１
５
）

　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の
木
で
は
、

宅
地
分
譲
に
つ
い
て
、
新
価
格
で

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
と
こ
ろ　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の

木
地
内
（
武
並
町
藤
）

□
分
譲
区
画
数　

４１
区
画

□
区
画
面
積　

２
０
６
平
方
㍍
―

２
７
２
平
方
㍍

□
区
画
分
譲
価
格　

３
８
６
万
円

―
５
１
２
万
円

※
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//ju
k

o
.g

ifu
-d

jr.o
r.jp

/

）
で
確
認

　
　

県
住
宅
供
給
公
社
管
理
第
１

課
志
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０
５

１

□
期
間　

１０
月
１
日
㈮
―
平
成
２４

年
３
月
３１
日

□
勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
９
時

―
午
後
５
時

□
給
料　

１
８
０
０
円
―
２
０
０

０
円
（
応
談
）

□
通
勤
手
当　

５
０
０
円
／
日

（
通
勤
距
離
で
異
な
り
ま
す
）

□
そ
の
他　

寮
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

国
保
上
矢
作
病
院
総
務

課
志
４
７
―
２
２
１
１

募
集

双
子
や
三
つ
子
ち
ゃ
ん
の

保
護
者
学
習
会

薬
剤
師
の
臨
時
職
員

　

１０
月
１
日
㈮
か
ら
、
や
む
を
得

な
い
理
由
で
、
保
健
所
へ
イ
ヌ
や

ネ
コ
の
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
場

合
は
、
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
事
前
に
、
電
話
な
ど
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
こ
ろ　

恵
那
保
健
所
（
恵
那

総
合
庁
舎
内
）

□
と
き　

毎
週
木
曜
日
の
午
前
中

□
手
数
料　

イ
ヌ
・
ネ
コ
と
も

１
匹
に
つ
き
生
後
９１
日
以
上
は

２
０
０
０
円
、生
後
９０
日
以
下
は
、

４
０
０
円
。

※
納
入
は
県
収
入
証
紙
で
行
う　

　
　
　

恵
那
保
健
所
志
２
６
―

１
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

　

市
茶
道
連
盟
の
協
力
に
よ
り
、

来
館
者
に
抹
茶
を
振
る
舞
い
ま
す
。

大
井
宿
の
散
策
を
兼
ね
て
、
立
ち

寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

９
月
１１
日
㈯
、
１８
日
㈯

午
前
１０
時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
そ
の
他　

大
人
２
０
０
円
、
小

人
１
０
０
円
の
入
場
料
が
必
要
で

す
。

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
２
３
５
）

　

市
税
を
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま

で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事

情
に
応
じ
た
納
付
方
法
を
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

　

当
日
は
、
市
税
の
納
付
も
受
け

付
け
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１８
日
㈯
午
前
９
時

―
午
後
５
時

※
当
日
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。
平
日
の
相

談
時
間
は
、
午
前
８
時
半
―
午
後

５
時
１５
分
で
す

□
と
こ
ろ　

税
務
課
（
第
二
庁
舎

１
階
）

□
持
ち
物　

納
税
通
知
書
か
督
促

状
、
催
告
書
な
ど
と
認
印

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収

法
に
よ
り
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
対
策
室
（
内
線

５
０
７
・
５
０
８
）

　

県
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員
を

目
指
し
て
い
る
方
な
ど
を
対
象
に
、

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
こ
ろ　

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐

（
東
濃
会
場
）

□
定
員　

３０
人
（
先
着
順
）

□
と
き　

１０
月
９
日
㈯
、
１６
日
㈯

午
前
９
時
半
―
午
後
４
時
半

□
締
め
切
り　

１０
月
２
日
㈯
（
必

着
）

□
対
象　

消
費
生
活
相
談
員
な
ど

を
目
指
し
て
い
る
方
や
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
法
律
知
識

を
学
び
た
い
方
。

□
受
講
料　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

①
氏
名
・
住

所
②
電
話
番
号
③
会
場
名
―
を
記

入
し
郵
送
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
。

　
　
　
　

〒
５
０
０
―
８
５
７
０

岐
阜
市
藪
田
南
２
―
１
―
１　

県

環
境
生
活
政
策
課
消
費
生
活
担

当
「
消
費
生
活
講
座
（
専
門
コ
ー

ス
）」
係
志
０
５
８
―
２
７
２
―

８
２
０
４
思
０
５
８
―
２
７
８

―
２
６
０
５
死c1

1
2
6
0
@

p
ref.

g
ifu

.lg
.jp

申
・
問 案

内

イ
ヌ
や
ネ
コ
の
引
き
取
り

が
有
料
に
な
り
ま
す

中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
で

抹
茶
体
験

問

問

申
・
問

申
・
問

消
費
者
生
活
講
座
の
専
門

コ
ー
ス
を
開
催

休
日
納
税
相
談
を
実
施

大
幅
値
下
げ
の
分
譲
宅
地

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の
木

え
な
の
木
、
も
り
の
木
、

き
に
な
る
木
コ
ン
テ
ス
ト

市観光物産館「えなてらす」が９月１７日晶にオープン

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
竹
田

へ
の
ツ
ア
ー

▲臓器提供の意思
を表示する方は、
記入と署名をし
てください

　１世帯につき１枚交付していた保

険証が、１０月１日㈮からは、カー

ド形式で１人に１枚となります。家

族がそれぞれ持つことができるので

便利です。新保険証は９月下旬に郵

送しますので、台紙からはがして使

用ください。１０月からの受診は、

新しい保険証を必ず医療機関に提示

してください。

《紛失や破損に注意》

　保険証は保険加入を証明する大切

なものです。紛失や破損した場合は、

再交付の手続きをしてください。

《古い保険証は破棄》

　有効期限の過ぎた保険証は、使用

できません。個人情報が読み取れな

いよう、細かく裁断して破棄してく

ださい。

《保険の変更などの手続き》

　社会保険などの加入や転出など、

資格の異動手続きは、異動する人の

保険証を持参してください。世帯主

変更や住所変更など、記載事項変更

は、国民健康保険に加入する世帯全

員分の保険証カードが必要です。

《臓器提供の意思表示欄を追加》

　臓器提供に関する法律の改正によ

り、国保の保険証裏面に「臓器提供

に関する意思表示欄」が、設けられ

ました。意思表示欄への記入に、協

力ください。

　　市民課保険係（内線１４５・

１４７・１４８）

１０月から国民健康保険証が１人１枚に更新・ ・

▲保険証はキャッ
シュカードと同じ
大きさで、色は藤
色のみとなります

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

問

問

問

　恵那駅前の「えなてらす」が

１７日㈮に開業します。

　栗きんとんの食べくらべセッ

トをはじめとする和菓子や、お

米・野菜・寒天製品・肉製品な

ど市内１３地域の特産品を一堂

に集め、恵那の旬の味をお届け

します。ぜひ、ご来店ください。

□営業時間　午前９時～午後６

時（ただし、１２月３０日～１月

４日を除く）

□記念式典　 ▽ とき＝９月１７

日㈮　午前８時半～９時半

▽内容＝宮嶋麻衣さん（恵那観

光大使）によるトークや加藤拓

三さん（恵那観光大使）の和太

鼓演奏。五平もち、フランクフ

ルトなどの出店販売。

　　市観光協会志２５-４０５８、

観光交流室（内線５３０）
▲市内の特産品をあしらった「え
なてらす」のロゴマーク
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